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大垣市は、木曽三川（木曽川・長良川・揖斐川）により形成された、

わが国有数の平野である濃尾平野上に位置しています。市の内外には、

大小の河川が流れ、古くから「水の都」と呼ばれる、地下水が豊富な地

域です。市内には美濃国分寺、西の垂井町には美濃国府、関ケ原町には

不破関と、この辺りは古代から重要な地域であったと言えます。

このたび、岐阜県大垣土木事務所による広域河川改修事業に伴い、大

垣市北方町に所在する北方京水遺跡の発掘調査を平成29年度に実施し

ました。北方京水遺跡は、大垣市の北東部に位置する中世を主とする遺

跡です。

今回の発掘調査では、古代から中世にかけての掘立柱建物や井戸を検

出したことから、この時期においては居住域として土地利用されていた

ことが明らかとなりました。特に中世後期には、溝によって区画された

屋敷が展開していたことを確認し、一定以上の階層の人物が居住してい

た可能性があることも判明しました。本報告書が埋蔵文化財に対する認

識を深めるとともに、当地の歴史研究の一助となれば幸いです。

最後となりましたが、発掘調査及び出土遺物の整理・報告書作成に当

たりまして、御支援と御協力をいただきました関係諸機関並びに関係者

各位、大垣市教育委員会、地元地区の皆様に深く感謝申し上げます。

令和３年３月

岐阜県文化財保護センター

所長 森 勝利
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図137 SK1197・SK1207・SK1213遺構図、出土遺物実測図
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